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は
じ
め
に

欧
州
連
合

（Ｃ
口
ｏ̈
●
国
日
ｏ
Ｂ
８
）
を
構
成
す
る
欧
州
共
同
体

（ｏ
ｏ
日
―

日
“
口
”
諄
０
日
ｃ
８
■
８
●
ｅ

の
法
で
あ
る
共
同
体
法

（
Ｅ
Ｃ
法
）
貧
８
〓

８
日
日
●
●
”
“
言
中『ｅ

で
は
、
雇
用
に
お
け
る
差
別
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則

に
関
す
る
法
規
制
は
、
大
別
二
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
類
さ
れ
る
。

一
つ
め
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
労
働
者
の
人
的
理
由
に
よ
る
差
別
的
取
扱
禁

止
に
関
す
る
法
規
制
で
あ
る
。

第

一
に
、
共
同
体
法
に
お
け
る
労
働
者
の
人
的
理
由
に
よ
る
差
別
的
取
扱

い
の
禁
止
は
、
従
来
、
専
ら
、
性
差
別
の
禁
止
と
男
女
労
働
者
の
平
等
取
扱

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

―
二
〇
〇
〇
／
四
三
指
令
、
二
〇
〇
〇
／
七
八
指
令
、
お
よ
び
、

一
九
七
六
／
二
〇
七
指
令
改
正
案
の
紹
介
を
中
心
と
し
て

口
　
美

貴

原
則
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、　
一
九
五
七
年
二
月
二
五
日
の

欧
州
共
同
体
設
立
条
約

（
ロ
ー
マ
条
約
）

一
一
九
条

（現

一
四

一
条
§
１
）

は
、
男
女
労
働
者
の
同

一
労
働

（ｃ
●
日
ｏ
日
Φ
一圏
く
，
じ

ま
た
は
同

一
価

値
労
働

（ｃ
●
寸
ミ
臥
】
〓

日
０
日
ｏ
Ｓ
一８
じ

に
対
す
る
報
酬
の
平
等
原

則
を
規
定
し
、
こ
れ
を
具
体
化
す
る
も
の
と
し
て
、　
一
九
七
五
年
二
月

一
〇

日
の
男
女
労
働
者
の
報
酬
の
平
等
原
則
に
関
す
る
指
令
七
五
／

一
一
七
（事
ド

制
定
さ
れ
た
。
ま
た
、
差
別
的
取
扱
禁
止
の
対
象
は
、
報
酬
の
み
な
ら
ず
、

一
九
七
六
年
二
月
九
日
の
採
用
、
教
育
、
昇
進

・
昇
格
、
労
働
条
件
に
関
す

る
指
令
七
六
／
二
〇
七
（新
ざ
よ
り
雇
用

・
労
働
条
件
全
般
に
拡
大
さ
れ
、
ま

た
、　
一
九
七
八
年

一
二
月

一
九
日
の
社
会
保
障
制
度
に
お
け
る
平
等
取
扱
原

六
八
九
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巻
三

・
四
号
公
一〇
〇
二
年
）

則
の
漸
進
的
適
用
に
関
す
る
指
令
七
九
／
七
（顎
ぎ
よ
び

一
九
八
六
年
七
月
二

四
日
の
社
会
保
障
の
職
業
制
度
に
お
け
る
男
女
の
平
等
取
扱
原
則
に
関
す
る

指
令
八
六
／
三
七
た
罰
ざ
よ
り
社
会
保
障
制
度
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、　
一
九
九
七
年

一
二
月
五
日
の
性
に
基
づ
く
証
拠
提
出
責
任
に
関
す
る

指
令
九
七
／
八
〇
（事
ぼ
よ
り
ヽ
間
接
差
別
を
含
め
た
性
に
基
づ
く
い
っ
さ
い

の
差
別
の
禁
止
、
間
接
差
別
の
定
義
、
証
拠
提
出
責
任
の
転
換
等
に
関
す
る

規
定
が
お
か
れ
、
そ
の
後
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
七
日
に
は
、　
一
九
七
六
年
二

月
九
日
の
採
用
、
教
育
、
昇
進

・
昇
格
、
労
働
条
件
に
関
す
る
指
令
七
六
／

（
６
）

二
〇
七
号
を
改
正
す
る
指
令
案
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
第
二
に
、　
一
九
九
七
年

一
〇
月
二
日
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ

ム
条
約
に
よ
り
欧
州
共
同
体
設
立
条
約

（
ロ
ー
マ
条
約
）
が
改
正
さ
れ
、
新

一
二
雑
が
、
従
来
か
ら
欧
州
共
同
体
の
立
法
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い
た
、
国

籍
差
別
の
禁
止

（旧
六
条

・
現

一
二
条
）
、
お
よ
び
、
性
差
別
の
禁
止

（旧

一
一
九
条

・
現

一
四

一
条
）
に
加
え
て
、
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年

齢
ま
た
は
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
の
禁
止
に
関
す
る
立
法
権
限
を
欧

州
共
同
体
に
付
与
し
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
近
年
、
性
別
以
外
の
こ
れ
ら

の
事
由
に
基
づ
く
差
別
的
取
扱
い
を
禁
止
す
る
法
規
制
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
の
人
種

・
民
族
と
平
等
取
扱
原
則
に

（
８
）

関
す
る
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
は
、
人
種
ま
た
は
民
族
に
基
づ
く
直
接
差

六
九
〇

別
お
よ
び
間
接
差
別
の
禁
止
、
直
接
差
別
お
よ
び
間
接
差
別
の
定
義
、
証
拠

提
出
責
任
の
転
換
等
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
二
七

日
の
雇
用
と
労
働
に
お
け
る
平
等
取
扱
い
の
た
め
の
一
般
枠
組
み
の
創
設
に

関
す
る
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
た
顎
ぼ
、
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢

ま
た
は
性
的
指
向
に
基
づ
く
直
接
お
よ
び
間
接
差
別
の
禁
止
、
直

（
接
嵯
「
お

よ
び
間
接
差
別
の
定
義
、
証
拠
提
出
責
任
の
転
換
等
を
規
定
し
て
い
る
。

他
方
、
二
つ
め
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
は
、
一雇
用
形
態
に
基
づ
く
差
別
的
取
扱
禁

上
に
関
す
る
法
規
制
で
あ
る
。
共
同
体
法
に
お
い
て
は
、
第

一
に
、
パ
ー
ト

）
日
い
け
回
】
れ
一
い
庫
ｒ
申
「
「
”

一 ィ
一
け
剌
ぃ
制
”
協
神
嘲
二
．
み
乳
離
）

パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
で
あ
る
こ
と
の
み
を
理
由
と
す
る
労
働
条
件
に
お
け
る

差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
を
規
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
に
、
期
間
の
定
め

の
あ
る
労
働
契
約
に
よ
り
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
に
つ
い
て
も
、
期
間
の

定
め
の
あ
る
労
働
に
関
す
る
枠
組
み
協
定
を
共
同
体
法
化
す
る

一
九
九
九
年

の
六
月
二
八
日
の
指
令
九
九
／
七
〇
（詢
ド
、
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
で
あ

る
こ
と
の
み
を
理
由
と
す
る
労
働
条
件
に
お
け
る
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
を

規
定
し
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
共
同
体
法
は
、
雇
用
に
お
け
る
平
等
取
扱
原
則
の
適
用

と
し
て
、
０
労
働
者
の
人
的
理
由
に
つ
い
て
は
ハ
①
性
別
、
②
人
種

・
民
族
、



③
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
に
基
づ
く
差

別
的
取
扱
い
に
つ
き
、
直
接
差
別
の
み
な
ら
ず
間
接
差
別
に
つ
い
て
も
こ
れ

を
規
制
し
、
他
方
、
②
雇
用
形
態
に
つ
い
て
も
、
①
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
、

お
よ
び
、
②
期
間
の
定
め
の
あ
る
労
働
に
つ
き
、
差
別
的
取
扱
い
を
規
制
し

て
い
る
が
、
特
に
近
年
の
動
き
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、　
一
九
九
九
年
の

一
〇
月
二
日
の
欧
州
共
同
体
設
立
条
約
の
改
正
と
新

一
三
条
の
創
設
後
、
労

働
者
の
人
的
理
由
に
基
づ
く
差
別
的
取
扱
い
禁
止
の
領
域
に
お
い
て
、
第

一

に
、
①
二
〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
の
人
種

・
民
族
と
平
等
取
扱
原
則
に
関
す

る
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
、
お
よ
び
、
②
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
二
七
日
の

一雇
用
と
労
働
に
お
け
る
平
等
取
扱
い
の
た
め
の

一
般
枠
組
み
の
創
設
に
関
す

る
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
に
よ
り
、
性
別
以
外
の
事
由
に
つ
い
て
も
、
一雇

用
に
お
け
る
差
別
的
取
扱
い
が
禁
止
さ
れ
た
こ
と
、
第
二
に
、
そ
れ
に
伴
い
、

性
に
基
づ
く
差
別
的
取
扱
い
の
禁
上
を
強
化

・
拡
充
し
、
性
以
外
の
人
的
理

由
に
基
づ
く
差
別
的
取
扱
禁
止
法
制
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
二
〇
〇
〇

年
六
月
七
日
に
、　
一
九
七
六
年
二
月
九
日
の
採
用
、
教
育
、
昇
進

・
昇
格
、

労
働
条
件
に
関
す
る
指
令
七
六
／
二
〇
七
号
を
改
正
す
る
指
令
案
が
提
案
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
共
同
体
法
の
雇
用
平
等
法
制
に
お
け
る
、

労
働
者
の
人
的
理
由
に
よ
る
差
別
的
取
扱
禁
止
立
法
の
近
年
の
展
開
に
つ
い

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

て
、
二
つ
の
新
指
令
と
指
令
改
正
案
を
中
心
に
、
①
性
以
外
の
人
的
理
由
に

基
づ
く
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則
に
関
す
る
法
規
制

（
一
）、

お
よ
び
、
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則
に
関
す

る
法
規
制

（
二
）、
の
順
に
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
（咄
″

一　
性
以
外
の
人
的
理
由
に
基
づ
く
差
別
的
取
扱
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則

性
以
外
の
人
的
理
由
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
第

一
に
、
人
種

・

民
族
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
の
人
種

・
民
族
と
平
等
取
扱
原
則
に
関
す
る
指
令

二
〇
〇
〇
／
四
三
号

（以
下
、
「指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
し

が
、
第
二
に
、

宗
教
も
し
く
は
信
条
、
年
齢
、
障
害
、
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取

扱
い
の
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則
に
つ
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年

一
一
月
二
七
日

の
雇
用
と
労
働
に
お
け
る
平
等
取
扱
い
の
た
め
の
一
般
枠
組
み
の
創
設
に
関

す
る
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号

（以
下
、
「指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
し

が

こ
れ
を
規
定
し
て
い
る
。
そ
こ
で
以
下
に
お
い
て
は
、
順
に
、
人
種

ｏ
民
族

（
こ
、
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
年
齢
、
障
害
、
性
的
指
向

（
二
）
を
理
由
と

す
る
差
別
的
取
扱
の
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則
に
関
す
る
、
指
令
二
〇
〇
〇
／

六
九

一
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四
三
号
、
お
よ
び
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
の
規
定
を
概
観
す
る
。

１
　
人
種

・
民
族

（指
令
二
〇
〇
０
／
四
三
号
）

（１
）
平
等
取
扱
原
則
と
差
別
の
概
念

指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
は
、
構
成
国
に
お
け
る
平
等
取
扱
原
則
の
適
用

の
た
め
に
、
人
種

（８
ｏし

ま
た
は
民
族

（９

咀̈
〓

Φ手
目
ρ̈
鷹
）
を
理
由

と
す
る
雇
用

・
労
働
に
お
け
る
差
別
に
対
し
て
闘
う
た
め
の
枠
組
み
を
設
定

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る

（第

一
条
）。

こ
こ
に
い
う
、
「平
等
取
扱
原
則

（●
『
●̈
ｏ中罵

一
Ｏ
Ｆ
”
Ｌ
８̈

一
ｏ
■
Ｌ
け？

日
８
けと

と
は
、
人
種
ま
た
は
民
族
に
基
づ
く
い
っ
さ
い
の
直
接
差
別
ま
た

は
間
接
差
別
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る

（第
二
条
第

一

パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

こ
の
規
定
に
関
わ
り
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
は
、
①

「直
接
差
別
」

の
概
念
、
お
よ
び
、
②

「間
接
差
別
」
の
概
念
を
定
義
し
、
ま
た
、
差
別
の

形
態
と
し
て
、
①

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
い
や
が
ら
せ
と
、
お
よ
び
、
②

「差

別
を
行
う
よ
う
他
人
に
命
じ
る
行
為
」
も
差
別
の

一
形
態
で
あ
る
こ
と
を
明

記
し
て
い
る
。

六
九
二

（
ａ
）
差
別
の
概
念

ま
ず
、
「直
接
差
別

（“
目
Φ
Ｏ
】。ｏｏ■
日
〓
Ｂ

ｏ̈
●
２
『ｏｏ一ｏと

と
は
、
あ
る

人
が
、
人
種
ま
た
は
民
族
を
理
由
と
し
て
、
比
較
し
う
る
状
況

分
ご̈
ユ
中ｏ
●

８
日
●
ミ
ｐ
σ
一し

に
あ
る
他
の
人
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
、
取
り
扱
わ
れ
た
、

ま
た
は
取
り
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
り
も
不
利
益
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を

い
う
　
（筆
一
〓条
鎮
一
一パ
ラ
グ
′
ラ
フ
ａ
）。

こ
れ
に
対
し
て

「
間
接
差
別

（“
Ｂ

ヽ
り̈ｏＬ
日
〓
詳
中ｏ
〓
す
０
中『ｏｏ↑Φご

と
は
、
規
定
、
基
準
、
ま
た
は
、
慣
行
が
、
外
形
的
に
は
中
立
的
で
あ
る
が
、

あ
る
人
種
ま
た
は
民
族
に
属
す
る
人
に
他
の
人
に
比
較
し
て
特
に
不
利
益
を

与
え
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
、
そ
の
規
定
、
基
準
、
ま
た
は
、
慣
行
が
、

正
当
な
目
的
に
よ
り
客
観
的
に
正
当
化
さ
れ
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
手
段

が
適
切
か
つ
必
要
で
あ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ

グ
ラ
フ
ｂ
）。

（ｂ
）
差
別
の
形
態

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
い
や
が
ら
せ
）
↑
キ
ｏｏＦ
日
Φ詳
）
は
、
ハ
種
ま
た
は



民
族
に
関
連
し
た
望
ま
れ
な
い
行
為
が
存
在
し
、
そ
れ
が
、
人
間
の
尊
厳
を

傷

つ
け
、
威
嚇
的
、
敵
対
的
、
下
劣
、
屈
辱
的
、
ま
た
は
不
快
な
環
境
を
醸

成
す
る
目
的
ま
た
は
効
果
を
も

つ
と
き
は
、
差
別
の
一
形
態
で
あ
る

（第
二

条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

ま
た
、
人
種
ま
た
は
民
族
を
理
由
と
し
て
あ
る
人
に
差
別
を
行
う
よ
う
他

の
人
に
命
じ
る
全
て
の
行
為
も
差
別
の
一
形
態
で
あ
る

（第
二
条
第
四
パ
ラ

グ
‘
フ
フ
）。

（２
）
差
別
禁
上
の
適
用
対
象

人
種

・
民
族
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則
は
、

０
公
的
機
関
を
含
む
公
的
部
門
ま
た
は
私
的
部
門
の
全
て
の
人
に
対
し
て
、

②
以
下
の
事
項
、
す
な
わ
ち
、
①
ど
の
産
業
部
門
で
あ
れ
、
選
択
基
準
お
よ

び
採
用
条
件
を
含
む
、
一雇
用
、
賃
金
を
伴
わ
な
い
活
動
、
ま
た
は
、
労
働
に

ア
ク
セ
ス
す
る
条
件
、
な
ら
び
に
、
昇
進
を
含
む
、
全
て
の
レ
ベ
ル
の
職
業

上
の
階
層
に
ア
ク
セ
ス
す
る
条
件
ヽ
②
実
習
を
含
む
、
全
て
の
類
型
お
よ
び

レ
ベ
ル
の
職
業
指
導
、
職
業
教
育
、
研
修
、
職
業
転
換
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
、

③
解
雇
お
よ
び
報
酬
に
関
す
る
条
件
を
含
む
雇
用

ｏ
労
働
条
件
、
④
労
働
者

も
し
く
は
使
用
者
の
組
織
ま
た
は
構
成
員
が

一
定
の
職
業
を
行

っ
て
い
る
全

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

て
の
組
織
へ
の
加
入
、
お
よ
び
、
こ
れ
ら
の
組
織
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
利
益
、

⑤
社
会
保
障

分
８
層
中ま

∽８
一ｐ
一Φ）
お
よ
び
医
療

（８
一房

Ｏ
①
３
詳
３

を
含

む
社
会

的
保
護

（ｕ
『ｏ
一Φ３
８

り＆

”
し

、

⑥
社
会
的
利
益

Ｃ
く
，
●
Ｓ
器
∽
８
ｏ一”
‘
し
、
⑦
教
育
、
③
住
居
を
含
む
、
財
産

・
サ
ー
ビ
ス

と
そ
の
供
給
、
お
よ
び
、
公
的
施
設
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
の
事
項
に
関
し
て
適

用
さ
れ
る

（第
二
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

た
だ
し
、
平
等
取
扱
原
則
は
、
国
籍
に
基
づ
く
取
扱
い
の
相
違
に
対
し
て

は
適
用
さ
れ
ず
、
ま
た
、
構
成
国
以
外
の
第
二
国
出
身
者
お
よ
び
構
成
国
の

領
域
に
い
る
無
国
籍
者
の
入
国
お
よ
び
滞
在
に
関
す
る
規
定
要
件
な
ら
び
に

そ
の
法
的
地
位
に
基
づ
く
取
扱
い
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い

（第
二
条
第
二

パ
ラ
が
‘
フ
フ
）。

（３
）
例
外
規
定

指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
は
、
異
な
る
取
扱
い
で
あ
る
が
差
別
に
該
当
し

な
い
も
の
と
し
て
、
大
別
二
つ
の
場
合
を
規
定
し
て
い
る
。

第

一
は
、

「
本
質
的
か

つ
決
定
的
な
職
業
上
の
必
要
性

（輿
中零
●
８

「
Ｒ
Φ∽一ｏ
口
８
中ご

８
のｏ詳
一＆
Φ
簿

Ｑ
８
ｏ『日
中口
”
詳
ｏと

が
あ
る
と
き
で
あ

る
。
構
成
国
は
、
民
族
ま
た
は
人
種
に
関
連
し
た
特
性
に
基
づ
く
異
な
る
取

六
九
二
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扱
い
に
つ
き
、
そ
れ
が
、
職
業
活
動
の
性
質
ま
た
は
そ
の
遂
行
条
件
に
照
ら

し
、
当
該
特
性
が
本
質
的
か
つ
決
定
的
な
職
業
上
の
要
求
で
あ
り
、
そ
の
目

的
が
正
当
で
あ
っ
て
そ
の
要
求
が
均
衡
が
と
れ
て
い
る
と
き
は
、
差
別
に
は

該
当
し
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る

（第
四
条
）。

第
二
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ジ
テ
イ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン

（Ｒ
け̈
０
口
ｕ
８
三
お
）

が
必
要
な
場
合
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
現
実
に
完
全
な
平
等
を
達
成
す
る
た

め
、
人
種
ま
た
は
民
族
に
関
連
し
た
不
利
益
を
防
止
ま
た
は
補
償
す
る
た
め

の
特
別
措
置
を
維
持
ま
た
は
採
用
す
る
こ
と
を
認
め
ら
れ
て
い
る

（第
五
条
）。

（４
）
権
利
保
障
シ
ス
テ
ム

具
体
的
に
、
全
て
の
人
に
人
種

・
民
族
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
を

受
け
な
い
権
利
を
保
障
し
、
か
つ
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
救
済
を
保

障
す
る
た
め
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
は
、
以
下
の
よ
う
な
点
を
配
慮
し

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。

第

一
は
、
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の
手
続
の
整
備
で
あ
る
。
構
成
国
は
、

平
等
取
扱
原
則
の
適
用
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
司
法
上
ま
た
は

行
政
上
の
手
続
、
お
よ
び
、
構
成
国
が
適
当
と
認
め
る
と
き
は
和
解
手
続
を
、

平
等
取
扱
原
則
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
考
え

六
九
四

る
全
て
の
人
が
、
差
別
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
関
係
が
終
了
し
た
後
で
あ
っ

て
も
ア
ク
セ
ス
し
う
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第
七
条
第

一
パ
ラ

グ
ラ
フ
）。
ま
た
、
構
成
国
は
、
平
等
取
扱
原
則
の
遵
守
の
保
障
に
正
当
な

利
益
を
有
す
る
非
営
利
社
団
、
組
織
、
ま
た
は
　
法
人
が
、
原
告

（申
請
人
）

Ｃ
】ｐ
い”
●
”
詳
∽）
の
た
め
に
ま
た
は
原
告

（申
請
人
）
を
補
助
す
る
た
め
に
、

そ
の
同
意
を
得
て
、
平
等
取
扱
原
則
の
適
用
の
遵
守
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た

全
て
の
司
法
上
ま
た
は
行
政
上
の
手
続
を
遂
行
し
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

（第
七
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
は
、

救
済
を
求
め
る
人

の
証
拠
提
出
責
任

（ｏぎ
灘
Φ
計

ご

「
８
お
）
の
軽
減
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
そ
の
司
法
制
度
に
従
い
、
あ
る

人
が
平
等
原
則
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と

考
え
、
裁
判
所
ま
た
は
他
の
管
轄
機
関
に
お
い
て
直
接
ま
た
は
間
接
差
別
の

存
在
を
推
定
さ
せ
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
と
き
は
、
平
等
取
扱
原
則
違
反

が
な
い
こ
と
の
証
明
を
被
告
に
負
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第
八
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。
構
成
国
は
、

さ
ら
に
、
原
告
に
よ
り
有
利
な
立
証
措
置
を
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（第

八
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
刑
事
手
続
に
は
適
用
さ
れ
ず

（第
八
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、
ま
た
、
事
実
の
立
証
を
裁
判
所
ま
た
は
管
轄

機
関
に
負
わ
せ
て
い
る
手
続
に
つ
い
て
も
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ
と
が



で
き
る

（第
八
条
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
は
、
被
害
者
の
報
復
措
置
か
ら
の
保
護
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
そ
の

国
内
司
法
制
度
に
お
い
て
、
平
等
取
扱
原
則
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の
告
発
ま

た
は
提
訴
に
対
す
る
全
て
の
不
利
益
取
扱
い
ま
た
は
不
利
益
な
結
果
か
ら
当

該
人
を
保
護
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（第
九
条
）。

第
四
は
、
情
報
提
供
で
あ
る
。　
構
成
国
は
、
本
指
令
の
適
用
の
た
め
に

採
用
さ
れ
た
規
定
お
よ
び
同
適
用
範
囲
に
お
い
て
す
で
に
発
効
し
て
い
る
諸

規
定
を
、
適
切
な
全
て
の
形
式
に
よ
り
そ
の
全
領
域
に
お
い
て
、
関
係
す
る

全
て
の
人
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第

一
〇
条
）。

第
五
は
、
集
団
的
労
使
関
係
に
お
い
て
平
等
取
扱
原
則
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
の
推
進
で
あ
る
。
構
成
国
は
、

そ
の
国
内
慣
習
　
（寸
ａ
】〓
８
∽
簿

ｕ
８
け】．０
●
８

●
諄
一ｏ
●
ｐ
】Φ∽）
に
基
づ
き
、
労
働
場
所
で
の
実
践
の
監
視
、
労

働
協
約
、
行
動
指
針
、
経
験
や
成
功
し
た
実
践
の
研
究
や
交
換
を
含
む
平
等

取
扱
の
推
進
の
た
め
の
労
使
の
話
し
合
い
を
促
進
す
る
た
め
に
適
切
な
措
置

を
と
る
。
ま
た
、
構
成
国
は
、
労
使
の
自
治
を
尊
重
し
つ
つ
、
労
使
が
差
別

禁
止
の
諸
規
則
を
設
定
す
る
協
定
を
適
当
な
レ
ベ
ル
で
締
結
す
る
こ
と
を
推

進
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
協
定
は
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
お
よ
び
同
指

令
を
国
内
法
化
し
た
措
置
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
最
低
要
件
を
遵
守
し
な
け
れ

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

ば
な
ら
な
い

（第

一
一
条
）。

第
六
は
、
非
政
府
組
織
と
の
協
力
で
あ
る
。　
構
成
国
は
、
平
等
取
扱
原

則
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人
種
ま
た
は
民
族
に
基
づ
く
差
別
と

の
戦
い
に
寄
与
す
る
こ
と
に
正
当
な
利
益
を
有
す
る
、
関
係
の
非
政
府
組
織

と
の
対
話
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（第

一
二
条
）。

第
七
は
、
平
等
取
扱
い
の
推
進
機
関
の
設
置
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
全
て

の
人
の
間
で
人
種
ま
た
は
民
族
に
基
づ
く
差
別
の
な
い
平
等
取
扱
い
を
推
進

す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る

一
つ
ま
た
は
複
数
の
組
織
を
指
名
す
る

（た
だ
し
、

全
国
レ
ベ
ル
で
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
機
関
ま
た
は
人
の
権
利
を
保
護
す

る
機
関
に
そ
の
任
務
の

一
部
と
し
て
こ
れ
を
担
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
）

（第

〓
二
条
）。

第
八
は
、
有
効
な
制
裁
措
置
の
規
定
を
お
く
こ
と
で
あ
る
。
構
成
国
は
、

本
指
令
の
適
用
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
国
内
規
定
の
違
反
に
適
用
さ
れ
る
制
裁

制
度
を
決
定
し
、
本
指
令
の
適
用
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
措
置

を
と
る
。
上
記
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
制
裁
は
、
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
金

の
支
払
を
含
む
こ
と
が
で
き
、
有
効
で
、
均
衡
が
と
れ
、
抑
止
的
な
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第

一
五
条
）。

（５
）
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
と
国
内
法
の
関
係

六
九
五
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構
成
国
は
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
を
二
〇
〇
三
年
七
月

一
九
日
ま
で

に
国
内
法
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第

一
六
条
）。
具
体
的
に
は
、
①
平

等
取
扱
原
則
に
反
す
る
法
律
、
規
則
、
お
よ
び
行
政
上
の
規
定
の
廃
止
、
な

ら
び
に
、
②
平
等
取
扱
原
則
に
反
す
る
、
労
働
契
約
、
労
働
協
約
、
企
業
に

お
け
る
就
業
規
則
、
ま
た
は
、
非
営
利
も
し
く
は
営
利
社
団
、
独
立
自
営
業

お
よ
び
労
働
者
と
使
用
者
の
組
織
を
規
律
す
る
規
則
の
諸
規
定
が
、
無
効
と

宣
言
さ
れ
ま
た
は
修
正
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い

（第

一
四
条
）。

な
お
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
の
諸
規
定
は
最
低
基
準
で
あ
り
、
構
成

国
は
、
平
等
取
扱
原
則
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
同
指
令
よ
り
も
有
利
な
規

定
を
採
用
ま
た
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

（第
六
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

ま
た
、
同
指
令
の
諸
規
定
の
適
用
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
指

令
の
適
用
範
囲
に
お
い
て
構
成
国
が
す
で
に
付
与
し
て
い
る
差
別
に
対
す
る

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て
は
な
ら
な
い

（第
六
条

第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

２
　
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
年
齢
、
障
害
、
ま
た
は
、
性
的
指
向

（指
令
ニ

Ｏ
Ｏ
Ｏ
／
七
八
号
）

エハ
■ん
エハ

（１
）
平
等
取
扱
原
則
と
差
別
の
概
念

指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
は
、
構
成
国
に
お
け
る
平
等
取
扱
原
則
の
実
現

の
た
め
に
、
①
宗
教
も
し
く
は
信
条

（ご

お
】置
】．ｏ
●
ｏ
Ｃ
】８

８
●
く
】ｏ一一０
甲

し
、
②
障
害

（】．Ｆ
，
邑
一８
し
、
③
年
齢

（旨
ｍ
ｅ
、
ま
た
は
、
④
性
的
指
向

分
．ｑ
】Φ二
Ｂ
一ｏ
●
　
∽異
“
Ｌ
Ｏ）
を
理
由
と
す
る
雇
用

ｏ
労
働
に
お
け
る
差
別

に
対
し
て
闘
う
た
め
の
、　
一
般
的
枠
組
み
を
設
定
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
る

（第

一
条
）。

同
指
令
に
い
う

「平
等
取
扱
原
則

（「
中Ｒ
一窮

一
①
一ご
”
”
澤
０
計

寸
”
ヤ

ぎ
日
Φ詳
と

と
は
、
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的

指
向
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
基
づ
く
い
か
な
る
直
接
差
別
ま
た
は
間
接
差
別

も
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る

（第
二
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

こ
の
規
定
に
関
わ
り
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
は
、
指
令
二
〇
〇
〇
／

四
三
号
と
同
様
、
第

一
に
、
①

「直
接
差
別
」
の
概
念
、
お
よ
び
、
②

「間

接
差
別
」
の
概
念
を
定
義
し
、
第
二
に
、
差
別
の
形
態
と
し
て
、
①

「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

（
い
や
が
ら
せ
と
、
お
よ
び
、
②

「差
別
を
行
う
よ
う
他
人
に
命

じ
る
行
為
」
も
差
別
の

一
形
態
で
あ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。



（
ａ
）
差
別
の
概
念

ま
ず
、
「直
接
差
別

（ｃ
〓

Ｑ
】．∽ｏＬ
日
ぃ●
諄

ｏ̈
コ
一
お̈
ｏ一Φご

と
は
、
あ
る

人
が
、
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
の
い
ず

れ
か
の
理
由
に
基
づ
い
て
、
比
較
し
う
る
状
況

（∽̈
ご
”
一̈
ｏ
●
８
日
づ
ミ
甲

匡
①
）
に
あ
る
他
の
人
が
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
、
取
り
扱
わ
れ
た
、
ま
た
は
、

取
り
扱
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
よ
り
も
不
利
益
に
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
を
い
う

公
弟
一
万
粂
笛
一
一パ
ラ
グ
‘
フ
フ
ａ
）。

こ
れ
に
対
し
て
、
「間
接
差
別

（ｃ
〓

Ｑ
一∽ｏユ
ヨ
一口
３
【．ｏ
●
す
Ｑ
『̈ｏｏ一ｏと

と
は
、
規
定
、
基
準
、
ま
た
は
、
慣
行
が
、
外
形
的
に
は
中
立
的
で
あ
る
が
、

あ
る
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
の
人
に
他

の
人
に
比
較
し
て
特
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
、
①
そ
の

規
定
、
基
準
、
ま
た
は
、
慣
行
が
、
正
当
な
目
的
に
よ
り
客
観
的
に
正
当
化

さ
れ
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
手
段
が
適
切
か
つ
必
要
で
あ
る
場
合
、
ま
た

は
、
②
障
害
を
有
す
る
人
の
場
合
、
本
指
令
が
適
用
さ
れ
る
使
用
者
ま
た
は

全
て
の
人
ま
た
は
組
織
が
国
内
法
に
よ
り
当
該
規
定
、
基
準
、
ま
た
は
慣
行

に
よ
り
も
た
ら
さ
れ
る
不
利
益
を
除
去
す
る
た
め
に
同
指
令
第
五
条
に
規
定

さ
れ
て
い
る
、
障
害
者
の
た
め
の
合
理
的
調
整
の
た
め
の
適
切
な
措
置

（後

述
（３
）
（
ｃ
》

を
と
る
こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
と
き
は
、
こ
の

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

限
り
で
は
な
い

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
ｂ
）。

（ｂ
）
差
別
の
形
態

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
い
や
が
ら
せ
）
↑
”
お
０
お
日
８
一と

は
、
宗
教
も
し

く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に
関

連
し
た
望
ま
れ
な
い
行
為
が
存
在
し
、
そ
れ
が
、
人
間
の
尊
厳
を
傷
つ
け
、

威
嚇
的
、
敵
対
的
、
下
劣
、
屈
辱
的
、
ま
た
は
不
快
な
環
境
を
醸
成
す
る
目

的
ま
た
は
効
果
を
も

つ
と
き
は
、
差
別
の
一
形
態
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
文
脈
に
お
い
て
、

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

（
い
や
が
ら
せ
）
の
概
念
は
、

構
成
国
の
国
内
法
お
よ
び
国
内
慣
習
に
よ
っ
て
定
義
す
る
こ
と
が
で
き
る

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

ま
た
、
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
の
い

ず
れ
か
の
理
由
に
よ
り
あ
る
人
に
差
別
を
行
う
よ
う
誰
か
に
命
じ
る
全
て
の

行
為
も
、
差
別
の

一
形
態
で
あ
る

（第
二
条
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

（２
）
適
用
対
象

指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
は
、
欧
州
共
同
体
に
付
与
さ
れ
た
権
限
の
範
囲

六
九
七
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内
で
、
０
公
的
機
関
を
含
む
公
的
部
門
ま
た
は
私
的
部
門
の
全
て
の
人
に
対

し
て
、
②
以
下
の
事
項
、
す
な
わ
ち
、
①
ど
の
産
業
部
門
で
あ
れ
、
選
択
基

準
お
よ
び
採
用
条
件
を
含
む
、
雇
用
、
賃
金
を
伴
わ
な
い
活
動
、
ま
た
は
、

労
働
に
ア
ク
セ
ス
す
る
条
件
、
な
ら
び
に
、
昇
進
を
含
む
、
全
て
の
レ
ベ
ル

の
職
業
上
の
階
層
に
ア
ク
セ
ス
す
る
条
件
、
②
実
習
を
含
む
、
全
て
の
類
型

お
よ
び
レ
ベ
ル
の
職
業
指
導
、
職
業
教
育
、
研
修
、
職
業
転
換
教
育
へ
の
ア

ク
セ
ス
、
③
解
雇
お
よ
び
報
酬
に
関
す
る
条
件
を
含
む
一雇
用

・
労
働
条
件
、

に
つ
い
て
適
用
さ
れ
る

（第
二
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

し
か
し
な
が
ら
、
同
指
令
は
、
第

一
に
、
国
籍
に
基
づ
く
取
扱
い
の
相
違

に
対
し
て
は
適
用
さ
れ
ず
、
ま
た
、
欧
州
共
同
体
構
成
国
以
外
の
第
二
国
出

身
者
お
よ
び
構
成
国
の
領
域
に
い
る
無
国
籍
者
の
入
国
お
よ
び
滞
在
に
関
す

る
規
定
と
要
件
な
ら
び
に
そ
の
法
的
地
位
に
基
づ
く
全
て
の
取
扱
い
を
妨
げ

る
も
の
で
は
な
い

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
に
、
同
指
令
は
、
社
会
保
障
ま
た
は
社
会
的
保
護
の
公
的
制
度
を
含

む
、
公
的
制
度
ま
た
は
そ
れ
と
同
視
し
う
る
制
度
に
よ
り
行
わ
れ
る
全
て
の

性
質
の
給
付
に
は
適
用
さ
れ
な
い

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

ま
た
第
二
に
、
構
成
国
は
、
障
害
お
よ
び
年
齢
に
基
づ
く
差
別
に
関
し
て
、

軍
隊
を
同
指
令
の
適
用
か
ら
除
外
す
る
こ
と
が
で
き
る

（第
二
条
第
四
パ
ラ

グ
‘
フ
フ
）。

六
九
八

（３
）
例
外
規
定

他
方
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
は
、
異
な
る
取
扱
い
で
あ
る
が
差
別
に

該
当
し
な
い
場
合
と
し
て
、
①
職
業
上
の
必
要
性
が
あ
る
場
ＡＲ

②
ポ
ジ
テ
ィ

ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
③
障
害
を
有
す
る
人
に
対
す
る
合
理
的
な
調
整
、
④
年

齢
を
理
由
と
す
る
異
な
る
取
扱
い
で
正
当
化
し
う
る
も
の
、
の
大
別
四
つ
の

カ
テ
ゴ
リ
ー
を
規
定
し
て
い
る
。

（
ａ
）
職
業
上
の
必
要
性

職
業
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
は
、
①
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、

ま
た
は
、
性
的
指
向
の
四
つ
の
差
別
禁
止
事
由
に
共
通
の
例
外
規
定
、
お
よ

び
、
②
特
に
宗
教

・
信
条
に
関
わ
る
例
外
規
定
、
の
二
つ
が
お
か
れ
て
い
る
。

第

一
に
、
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
の

四
つ
の
差
別
禁
止
事
由
に
共
通
の
例
外
規
定
と
し
て
、
構
成
国
は
、
宗
教
も

し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に

関
連
し
た
特
性
に
基
づ
く
異
な
る
取
扱
い
は
、
そ
れ
が
、
職
業
活
動
の
性
質

ま
た
は
そ
の
遂
行
条
件
に
照
ら
し
、
当
該
特
性
が
本
質
的
か
つ
決
定
的
な
職



業
上
の
必
要
性
を
構
成
し
、
そ
の
目
的
が
正
当
で
あ
っ
て
そ
の
必
要
性
が
均

衡
が
と
れ
て
い
る
と
き
は
、
差
別
に
は
該
当
し
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
が
で

き
る

（第
四
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
に
、
宗
教

・
信
条
に
固
有
の
例
外
規
定
と
し
て
、
構
成
国
は
、
教
会
、

ま
た
は
、
そ
の
倫
理
が
宗
教
も
し
く
は
信
条
に
基
づ
く
公
的
も
し
く
私
的
な

そ
の
他
の
組
織
の
職
業
活
動
に
お
い
て
は
、
当
該
人
の
宗
教
ま
た
は
信
条
に

基
づ
く
異
な
る
取
扱
い
は
、
そ
の
職
業
活
動
の
性
質
ま
た
は
職
務
の
内
容
に

照
ら
し

一
定
の
宗
教
ま
た
は
信
条
が
本
質
的
で
適
法
で
組
織
の
倫
理
の
点
か

ら
正
当
な
職
業
上
の
要
求
で
あ
る
と
き
は
差
別
で
は
な
い
、
と
い
う
規
定
を
、

指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
の
採
択
時
に
有
効
な
国
内
法
に
お
い
て
維
持
し
、

ま
た
は
、
同
指
令
の
採
択
時
に
存
在
す
る
国
内
慣
習
を
取
り
入
れ
る
将
来
の

立
法
に
お
い
て
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
該
異
な
る
取
扱
い
は
、
構
成

国
の
憲
法
上
の
規
定
お
よ
び
原
則
な
ら
び
に
共
同
体
法

（Ｅ
Ｃ
法
）
の
一
般

原
則
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
の
理
由
に
よ
る
差
別
を
正
当
化
す
る

も
の
で
は
な
い
。
上
記
の
規
定
が
順
守
さ
れ
て
い
れ
ば
、
指
令
二
〇
〇
〇
／

七
八
号
は
、
憲
法
の
諸
規
定
お
よ
び
国
内
法
に
適
合
し
て
い
る
限
り
、
教
会
、

お
よ
び
、
そ
の
倫
理
が
宗
教
ま
た
は
信
条
に
基
づ
く
公
的
ま
た
は
私
的
な
そ

の
他
の
組
織
が
、
当
該
教
会
お
よ
び
そ
の
他
の
組
織
の
た
め
に
働
く
人
に
対

し
て
当
該
組
織
の
倫
理
に
対
す
る
誠
実
な
態
度
を
要
求
す
る
権
利
を
妨
げ
る

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

も
の
で
は
な
い

（第
四
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

（ｂ
）
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン

次
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ヨ
ン
に
つ
い
て
は
、
①
宗
教
も
し
く
は
信
条
、

障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
の
四
つ
の
差
別
禁
止
事
由
に
共
通
の
例

外
規
定
、
お
よ
び
、
②
特
に
障
害
に
関
わ
る
例
外
規
定
、
の
二
つ
が
お
か
れ

て
い
る
。

第

一
に
、
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
の

四
つ
の
差
別
禁
止
事
由
に
共
通
の
例
外
規
定
と
し
て
、
平
等
取
扱
原
則
は
、

職
業
生
活
に
お
け
る
完
全
な
平
等
を
達
成
す
る
た
め
、
構
成
国
が
、
こ
れ
ら

の
理
由
の
い
ず
れ
か
に
関
連
し
た
不
利
益
を
防
止
ま
た
は
補
償
す
る
た
め
の

特
別
措
置
を
維
持
ま
た
は
採
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
規
定

さ
れ
て
い
る

（第
七
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
に
、
特
に
障
害
を
有
す
る
人
に
つ
い
て
、
平
等
取
扱
原
則
は
、
労
働

場
所
で
の
健
康
と
安
全
の
保
護
に
関
す
る
規
定
を
維
持
も
し
く
は
採
用
す
る

構
成
国
の
法
、
ま
た
は
、
障
害
を
有
す
る
人
の
労
働
市
場
へ
の
参
入
を
保
護

も
し
く
は
推
進
す
る
た
め
の
規
定
を
創
設
ま
た
は
維
持
す
る
措
置
を
妨
げ
る

も
の
で
は
な
い

（第
七
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

六
九
九
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（
ｃ
）
障
害
を
有
す
る
人
に
関
す
る
合
理
的
調
整

障
害
を
有
す
る
人
に
つ
い
て
は
、
平
等
取
扱
原
則
の
遵
守
を
保
障
す
る
た

め
に
、
合
理
的
調
整

（ｐ
日
０●
ｐ
”
ｏ日
０詳
∽
『ｐ
一８
５
ｐ
σ
一ｏし

が
準
備
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
使
用
者
は
、
具
体
的
状
況
に
お
け
る
必
要
性
に
応
じ
て
、
障
害

を
有
す
る
人
が
雇
用
に
ア
ク
セ
ス
し
、
職
務
を
遂
行
し
、
も
し
く
は
そ
の
雇

用
を
よ
り
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
た
め
に
、
ま
た
は
、
障
害
を
有

す
る
人
に
教
育
訓
練
を
享
受
さ
せ
る
た
め
に
、
適
切
な
措
置
を
と
る
。
た
だ

ｔ
、
当
該
措
置
が
使
用
者
に
不
釣
り
合
い
な
負
担
を
課
す
る
場
合
は
こ
の
限

り
で
は
な
い
。
当
該
負
担
は
、
障
害
を
有
す
る
人
の
た
め
に
当
該
構
成
国
に

お
い
て
展
開
さ
れ
て
い
る
政
策
に
お
い
て
存
在
す
る
措
置
に
よ
り
十
分
に
補

償
さ
れ
る
と
き
は
、
不
釣
り
合
い
な
も
の
と
は
さ
れ
な
い

（第
五
条
）。
ま

た
、
当
該
措
置
が
使
用
者
に
不
釣
り
合
い
な
負
担
を
課
す
る
も
の
で
あ
る
か

否
か
を
決
定
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
特
に
当
該
措
置
が
必
要
と
す
る
財
政
的

費
用
お
よ
び
そ
の
他
の
も
の
、
当
該
組
織
ま
た
は
企
業
の
規
模
お
よ
び
財
源
、

公
的
基
金
ま
た
は
他
の
援
助
を
受
け
る
可
能
性
が
考
慮
さ
れ
る

（指
令
前
文

第
二

一
項
）。

七
〇
〇

（ｄ
）
年
齢
に
基
づ
き
正
当
化
さ
れ
る
異
な
る
取
扱
い

第

一
に
、
構
成
国
は
、
年
齢
に
基
づ
く
異
な
る
取
扱
い
は
、
当
該
異
な
る

取
扱
い
が
、
国
内
法
に
照
ら
し
、
適
法
な
目
的
、
特
に
、
雇
用
、
労
働
市
場
、

お
よ
び
、
職
業
教
育
政
策
の
適
法
な
目
的
に
よ
り
客
観
的
合
理
的
に
正
当
化

さ
れ
、
そ
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
が
適
切
か
つ
必
要
で
あ
る
と
き

は
、
こ
れ
は
差
別
に
は
該
当
し
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
異
な
る
取
扱
い
は
、
特
に
以
下
の
内
容
、
す
な
わ
ち
、
①
若

年
者
、
高
齢
労
働
者
お
よ
び
扶
養
家
族
を
有
す
る
労
働
者
に
つ
い
て
、
そ
の

職
業
的
参
入
を
容
易
に
し
、
ま
た
は
、
彼
ら
に
対
す
る
保
護
を
保
障
す
る
こ

と
を
目
的
と
す
る
、
一雇
用
お
よ
び
職
業
教
育

へ
の
ア
ク
セ
ス
な
ら
び
に
解
雇

と
報
酬
に
関
す
る
条
件
を
含
む
雇
用

・
労
働
に
関
す
る
特
別
条
件
の
適
用
、

②
雇
用
ま
た
は
雇
用
に
関
連
し
た

一
定
の
利
益
を
享
受
す
る
た
め
の
、
年
齢
、

職
業
経
験
、
ま
た
は
当
該
雇
用
に
お
け
る
勤
続
年
数
に
関
す
る
最
低
条
件
の

設
定
、
③
当
該
ポ
ス
ト
に
要
求
さ
れ
る
教
育
ま
た
は
定
年
退
職
前
の
合
理
的

な
雇
用
期
間
の
必
要
性
を
理
由
と
す
る
、
採
用
に
つ
い
て
の
最
高
年
齢
の
設

定
、
を
含
む
こ
と
が
で
き
る

（第
六
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
に
、
構
成
国
は
、
社
会
保
障
の
職
業
制
度
に
つ
い
て
、
加
入
年
齢
ま

た
は
引
退

（老
齢
）
も
し
く
は
障
害
給
付
の
受
給
年
齢
を
設
定
す
る
こ
と
は
、



当
該
制
度
に
お
い
て
、
労
働
者
に
よ
り
、
ま
た
は
、
労
働
者
の
グ
ル
ー
プ
も

し
く
は
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
よ
り
異
な
る
年
齢
を
設
定
し
、
そ
れ
ら
の
制
度
に
お

い
て
、
計
算
上
年
齢
基
準
を
用
い
る
こ
と
を
含
め
、
そ
れ
が
性
に
基
づ
く
差

別
で
な
い
限
り
、
年
齢
に
基
づ
く
差
別
で
は
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き

る

（第
六
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

（４
）
権
利
保
障
シ
ス
テ
ム

具
体
的
に
、
全
て
の
人
に
宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、

性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
い
を
受
け
な
い
権
利
を
保
障
し
、
か

つ
、
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
場
合
の
救
済
を
保
障
す
る
た
め
、
指
令
二
〇
〇
〇

／
七
八
号
は
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
と
同
様
、
以
下
の
よ
う
な
点
を
配

慮
し
て
い
る
。

第

一
は
、
権
利
を
擁
護
す
る
た
め
の
手
続
の
整
備
で
あ
る
。
構
成
国
は
、

平
等
取
扱
原
則
の
適
用
を
遵
守
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
司
法
上
ま
た
は

行
政
上
の
手
続
、
お
よ
び
、
構
成
国
が
適
当
と
認
め
る
と
き
は
和
解
手
続
を
、

平
等
取
扱
原
則
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
考
え

る
全
て
の
人
が
、
差
別
が
行
わ
れ
た
と
思
わ
れ
る
関
係
が
終
了
し
た
後
で
あ
っ

て
も
ア
ク
セ
ス
し
う
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第
九
条
第

一
パ
ラ

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

グ
ラ
フ
）。
ま
た
、
構
成
国
は
、
平
等
取
扱
原
則
の
遵
守
の
保
障
に
正
当
な

利
益
を
有
す
る
非
営
利
社
団
、
組
織
、
ま
た
は
　
法
人
が
、
原
告

（申
請
人
）

θ
中”
一”
口
”
●
お
）
の
た
め
に
ま
た
は
原
告

（申
請
人
）
を
補
助
す
る
た
め
に
、

そ
の
同
意
を
得
て
、
平
等
取
扱
原
則
の
適
用
の
遵
守
の
た
め
に
規
定
さ
れ
た

全
て
の
司
法
上
ま
た
は
行
政
上
の
手
続
を
遂
行
し
う
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い

（第
九
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
は
、

救
済
を
求
め
る
人

の
証
拠
提
出
責
任

（，
電
零

Ｏ
ｏ
Ｆ

Ｏ
「８
く
Φ）
の
軽
減
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
そ
の
司
法
制
度
に
従
い
、
あ
る

人
が
平
等
原
則
が
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と

考
え
、
裁
判
所
ま
た
は
他
の
管
轄
機
関
に
お
い
て
直
接
ま
た
は
間
接
差
別
の

存
在
を
推
定
さ
せ
る
事
実
を
明
ら
か
に
し
た
と
き
は
、
平
等
取
扱
原
則
違
反

が
な
い
こ
と
の
証
明
を
被
告
に
負
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第

一
〇
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。
構
成
国
は
、

さ
ら
に
、
原
告
に
よ
り
有
利
な
立
証
措
置
を
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（第

一
〇
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。
た
だ
し
、
こ
れ
は
刑
事
手
続
に
は
適
用
さ
れ

ず

（第

一
〇
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、
ま
た
、
事
実
の
立
証
を
裁
判
所
ま
た
は

管
轄
機
関
に
負
わ
せ
て
い
る
手
続
に
つ
い
て
も
適
用
し
な
い
こ
と
と
す
る
こ

と
が
で
き
る

（第

一
〇
第
五
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
は
、
被
害
者
の
報
復
措
置
か
ら
の
保
護
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
そ
の

七
〇

一
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国
内
司
法
制
度
に
お
い
て
、
平
等
取
扱
原
則
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
の
告
発
ま

た
は
提
訴
に
対
す
る
全
て
の
不
利
益
取
扱
い
ま
た
は
不
利
益
な
結
果
か
ら
当

該
人
を
保
護
す
る
た
め
に
、
必
要
な
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（第

一
一
条
）。

第
四
は
、
情
報
提
供
で
あ
る
。　
構
成
国
は
、
本
指
令
の
適
用
の
た
め
に

採
用
さ
れ
た
規
定
お
よ
び
同
適
用
範
囲
に
お
い
て
す
で
に
発
効
し
て
い
る
諸

規
定
を
、
適
切
な
全
て
の
形
式
に
よ
り
そ
の
全
領
域
に
お
い
て
、
関
係
す
る

全
て
の
人
に
周
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第

一
二
条
）。

第
五
は
、
集
団
的
労
使
関
係
に
お
い
て
平
等
取
扱
原
則
を
発
展
さ
せ
る
こ

と
の
推
進
で
あ
る
。
構
成
国
は
、

そ
の
国
内
慣
習
　
（一『
巴
】Ｌ
８
∽
８

り
ユヽ
一ρ
“
８

●
”
一゙ｏ
口
”
】Φ∽）
に
基
づ
き
、
労
働
場
所
で
の
実
践
の
監
視
、
労

働
協
約
、
行
動
指
針
、
経
験
や
成
功
し
た
実
践
の
研
究
や
交
換
を
含
む
平
等

取
扱
の
推
進
の
た
め
の
労
使
の
話
し
合
い
を
促
進
す
る
た
め
に
適
切
な
措
置

を
と
る
。
ま
た
、
構
成
国
は
、
労
使
の
自
治
を
尊
重
し
つ
つ
、
労
使
が
差
別

禁
止
の
諸
規
則
を
設
定
す
る
協
定
を
適
当
な
レ
ベ
ル
で
締
結
す
る
こ
と
を
推

進
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
協
定
は
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
お
よ
び
同
指

令
を
国
内
法
化
し
た
措
置
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
最
低
要
件
を
遵
守
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い

（第

一
三
条
）。

第
二含
県

非
政
府
組
織
と
の
協
力
で
あ
る
。　
構
成
国
は
、
平
等
取
扱
原

七
〇
二

則
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
人
種
ま
た
は
民
族
に
基
づ
く
差
別
と

の
戦
い
に
寄
与
す
る
こ
と
に
正
当
な
利
益
を
有
す
る
、
関
係
の
非
政
府
組
織

と
の
対
話
を
推
進
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

（第

一
四
条
）。

第
八
は
、
有
効
な
制
裁
措
置
の
規
定
を
お
く
こ
と
で
ぁ
る
。
構
成
国
は
、

本
指
令
の
適
用
に
よ
り
採
択
さ
れ
た
国
内
規
定
の
違
反
に
適
用
さ
れ
る
制
裁

制
度
を
決
定
し
、
本
指
令
の
適
用
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
な
全
て
の
措
置

を
と
る
。
上
記
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
た
制
裁
は
、
被
害
者
に
対
す
る
賠
償
金

の
支
払
を
含
む
こ
と
が
で
き
、
有
効
で
、
均
衡
が
と
れ
、
抑
止
的
な
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第

一
七
条
）。

（５
）
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
と
国
内
法
の
関
係

構
成
国
は
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
を
二
〇
〇
三
年

一
二
月
二
日
ま
で

に
国
内
法
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第

一
八
条
）。
具
体
的
に
は
、
①
平

等
取
扱
原
則
に
反
す
る
法
律
、
規
則
、
お
よ
び
行
政
上
の
規
定
の
廃
止
、
な

ら
び
に
、
②
平
等
取
扱
原
則
に
反
す
る
、
労
働
契
約
、
労
働
協
約
、
企
業
に

お
け
る
就
業
規
則
、
ま
た
は
、
非
営
利
も
し
く
は
営
利
社
団
、
独
立
自
営
業

お
よ
び
労
働
者
と
使
用
者
の
組
織
を
規
律
す
る
規
則
の
諸
規
定
が
、
無
効
と

宣
一言
さ
れ
ま
た
は
修
正
さ
れ
る
よ
う
、
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら



な
い

（第

一
六
条
）。

な
お
、
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
の
諸
規
定
は
最
低
基
準
で
あ
り
、
構
成

国
は
、
平
等
取
扱
原
則
の
保
護
と
い
う
観
点
か
ら
同
指
令
よ
り
も
有
利
な
規

定
を
採
用
ま
た
は
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
る

（第
八
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

ま
た
、
同
指
令
の
諸
規
定
の
適
用
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
指

令
の
適
用
範
囲
に
お
い
て
構
成
国
が
す
で
に
付
与
し
て
い
る
差
別
に
対
す
る

保
護
基
準
の
引
き
下
げ
を
正
当
化
す
る
理
由
と
し
て
は
な
ら
な
い

（第
八
条

第
一
一パ
ラ
が
‘
フ
フ
）。

二
　
性
を
理
由
と
す
る
差
別
的
取
扱
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則

性
を
理
由
と
す
る
雇
用
に
お
け
る
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
と
平
等
原
則
に

つ
い
て
、
現
行
法
制
を
形
成
す
る
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
①
報
酬

（思
日
“
●
彎
ｐ
一いｏ
調
）
の
平
等
原
則
を
定
め
る
、　
一
九
七
五
年
二
月

一
〇
日

の
男
女
労
働
者
の
報
酬
の
平
等
原
則
に
関
す
る
指
令
七
五
／

一
一
七
号

（以

下
、
「七
五
／

一
一
七
指
令
し
、
②
昇
進

・
昇
格

（「
ｏ
日
Ｐ
一ｏ
じ

を
含
む

雇
用

へ
の
ア
ク
セ
ス

（ご
ｏ８

Ｐ
中．ｏ日
ｕ
一ｏ
し
、
職
業
教
育

（♂
『日
，
一一ｏ
ロ

「
Ｒ
Φ８
いｏ
●
目
陛
ｅ
、
お
よ
び
、
労
働
条
件

（８
ａ
ェ
ｏ
房

Ｑ
“
寸
署
”
じ

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

に
関
す
る
男
性
と
女
性
の
平
等
取
扱
原
則
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、

一
九
七
六
年
二
月
九
日
の
採
用
、
教
育
、
昇
進

・
昇
格
、
労
働
条
件
に
関
す

る
指
令
第
二
〇
七
号

（以
下
、
「七
六
／
二
〇
七
指
令
し
、
お
よ
び
、
③
権

利
保
障
と
救
済
措
置
を
よ
り
有
効
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
、　
一
九
九
七

年

一
二
月
五
日
の
性
に
基
づ
く
証
拠
提
出
責
任

↑
Ｆ
”
『”
Φ
計

Ｆ

り
お
●
お
）

に
関
す
る
指
令
九
七
／
八
〇
号

（以
下
、
「九
七
／
八
〇
指
令
し

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、　
一
九
九
九
年

一
一
月
二
五
日
に
提
案
さ
れ
、
二
〇
〇
〇

年
六
月
二
九
日
お
よ
び
同
年

一
一
月
二
七
日
に
採
択
さ
れ
た
、
人
種

・
民
族

と
平
等
取
扱
原
則
に
関
す
る
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
、
お
よ
び
、
雇
用
と

労
働
に
お
け
る
平
等
取
扱
い
の
た
め
の

一
般
枠
組
み
の
創
設
に
関
す
る
指
令

二
〇
〇
〇
／
七
八
号
に
続
い
て
、
こ
れ
ら
二
つ
の
指
令
、
す
な
わ
ち
、
「人

種

・
民
族
」
、
お
よ
び
、
「宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
性

的
指
向
」
を
理
由
と
す
る
差
別
禁
止
法
制
と

「性
」
を
理
由
と
す
る
差
別
禁

止
法
制
と
の
整
合
性
を
図
る
た
め
、
②
の
七
六
／
二
〇
七
指
令
に
つ
い
て
は
、

二
〇
〇
〇
年
六
月
七
日
に
こ
れ
を
改
正
す
る
指
令
案
が
提
案
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
以
下
に
お
い
て
は
、
現
行
法
制
の
内
容

（１
）
、
お
よ
び
、
七
六

／
二
〇
七
指
令
の
改
正
案

（２
）
の
概
要
を
検
討
す
る
。

１
　
現
行
法
制

七
〇
三
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（１
）
平
等
取
扱
原
則
と
差
別
の
概
念

（
ａ
）
七
五
／

一
一
七
指
令

男
女
労
働
者
の
報
酬
の
平
等
原
則
を
定
め
る
七
五
／

一
一
七
指
令
は
、
男

性
労
働
者
と
女
性
労
働
者
の
報
酬
の
平
等
に
関
す
る
原
則

（ご

「

Ｒ̈

罵̈

〓

ぼ
”
”
】】志

一
８

８
日
ε
思
８
け中ｏ
〓
）
は
、
同

一
労
働

（‘
●
ヨ
ｏ
日
０
寸
甲

く
ｐ
中】）
ま
た
は
等
し
い
価
値

（ｒ
い
ｏ
Ｓ
【８
『
０
”
ｐ
】し

を
付
与
さ
れ
る
労
働

に
つ
い
て
は
、
報
酬
の
要
素
お
よ
び
条
件
の
全
て
に
つ
い
て
、
性
に
基
づ
く

い
か
な
る
差
別
も
除
去
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
と
規
定
し

（第

一
条
第

一

パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、　
特
に
、
職
業
上
の
格
付
け
制
度
が
報
酬
の
決
定
に
利
用
さ

れ
る
と
き
は
、
当
該
制
度
は
、
男
女
の
労
働
者
に
共
通
の
基
準
に
基
づ
き
、

性
に
基
づ
く
差
別
を
除
去
し
た
方
法
に
よ
り
設
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
定
め
て
い
る

（第

一
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

（ｂ
）
七
六
／
二
〇
七
指
令

男
女
労
働
者
の
採
用
、
教
育
、
昇
進

・
昇
格
、
労
働
条
件
に
関
す
る
平
等

七
〇
四

取
扱
原
則
を
定
め
る
七
六
／
二
〇
七
指
令
は
、
「
平
等
取
扱
原
則

（げ

り
中ヽ口
ｏ一罵

〓

膠
”
”
］̈
一０
計

寸
”
一いｏ日
８
一と

と
は
、
直
接
的
で
あ
れ
、
特

に
婚
姻
ま
た
は
家
族
状
況
を
理
由
と
す
る
間
接
的
な
も
の
で
あ
れ
、
性
に
基

づ
く
い
っ
さ
い
の
差
別
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
、
と
定
め
る

（第
二
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

そ
し
て
、
第

一
に
、
採
用
、
昇
進

・
昇
格
に
つ
い
て
は
、
平
等
取
扱
原
則

の
結
常
用

（】．ｐ
●
Ｕ
】】６ｐ
〓
０
●
０
“
●
『中●
２
り
ｏ
ｃ
ｏ
】．０
”
，
】〓
Ｏ
Ｃ
Ｏ
↑『ｐ
一̈２
日
Φ口
一）

は
、
職
業
活
動
の
全
て
の
セ
ク
タ
ー
ま
た
は
部
門
に
お
い
て
、
選
択
基
準
を

含
む
雇
用
ま
た
は
労
働
ポ
ス
ト
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
条
件
、
お
よ
び
、
職
業
階
層

の
全
て
の
レ
ベ
ル
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
条
件
に
つ
い
て
、
性
に
基
づ
く

全
て
の
差
別
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
こ
と

（第
二
条
第

一
パ
ラ
グ

ラ
フ
）
、
第
二
に
、
教
育
に
つ
い
て
は
、
全
て
の
類
型
お
よ
び
レ
ベ
ル
の
職

業
指
導
、
教
育
、
研
修
、
職
業
再
教
育
へ
の

・ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
平
等
取
扱

原
則
が
適
用
さ
れ
る
こ
と

（第
四
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、
第
三
に
、
労
働

条
件
に
つ
い
て
は
、
解
雇
の
条
件
を
含
み
、
こ
れ
に
関
す
る
平
等
取
扱
原
則

の
適
用
は
、
性
に
基
づ
く
差
別
な
く
、
男
性
と
女
性
に
同
じ
条
件
が
保
障
さ

れ
る
こ
と
を
い
う

（第
五
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、
と
し
て
い
る
。

（
ｃ
）
九
七
／
八
〇
指
令



性
差
別
に
関
す
る
証
拠
提
出
責
任
等
を
定
め
る
九
七
／
八
〇
指
令
は
、

「平
等
取
扱
原
則

（Ｆ

「
一月
】．窮

Ｑ
Φ
庁
電
』Ｆ
Ｏ
お

寸
，
いざ
日
８
↓

と
は
、

直
接
的
で
あ
れ
間
接
的
で
あ
れ
、
性
に
基
づ
く
い
っ
さ
い
の
差
別
が
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
、
と
規
定
す
る

（第
二
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

同
指
令
は
、
さ
ら
に
、
間
接
差
別
の
定
義
を
共
同
体
法

（Ｅ
Ｃ
法
）
に
お

い
て
初
め
て
規
定
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
「間
接
差
別

♂
目
Φ

２
ｏｏ『̈
ヨ
一口
牌
一ｏ
目
す
一
一８
ｏけΦご

と
は
、
規
定
、
基
準
、
ま
た
は
、
慣
行
が
、

外
形
的
に
は
中
立
的
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
よ
り
多
く
の
比
率
で
、
あ
る
性

に
基
づ
く
人
々
に
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
、
そ
の
規
定
、

基
準
、
ま
た
は
、
慣
行
が
、
適
切
か
つ
必
要
で
、
当
該
人
の
性
別
と
は
無
関

係
な
客
観
的
要
因
に
よ

っ
て
正
当
化
さ
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

（２
）
差
別
禁
止
の
適
用
対
象

報
酬
の
平
等
原
則
に
関
す
る
七
五
／

一
一
七
指
令
、
採
用
、
教
育
、
昇
進

・

昇
格
、
労
働
条
件
に
関
す
る
七
六
／
二
〇
七
指
令
、
お
よ
び
、
証
拠
提
出
責

任
等
に
関
す
る
九
七
／
八
〇
指
令
の
い
ず
れ
も
、
差
別
禁
止
の
適
用
範
囲

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

（部
門
、
対
象
労
働
者
等
）
に
つ
い
て
は
特
に
限
定
を
行

っ
て
い
な
い
。

（３
）
例
外
規
定

報
酬
の
平
等
原
則
に
関
す
る
七
五
／

一
一
七
指
令
、
お
よ
び
、
証
拠
提
出

責
任
等
に
関
す
る
九
七
／
八
〇
指
令
は
、
特
に
例
外
規
定
を
お
い
て
い
な
い

が
、
男
女
労
働
者
の
採
用
、
教
育
、
昇
進

・
昇
格
、
労
働
条
件
に
関
す
る
七

六
／
二
〇
七
指
令
は
、
平
等
取
扱
原
則
の
例
外
規
定
と
し
て
、
以
下
の
三
つ

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
を
定
め
て
い
る
。

第

一
は
、
職
業
上
の
必
要
性
で
あ
る
。
同
指
令
は
、
構
成
国
が
、
そ
の
性

質
ま
た
は
遂
行
条
件
か
ら

一
定
の
性
別
が
決
定
的
条
件
で
あ
る
職
業
活
動
ま

た
は
そ
の
職
業
活
動
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
、
平
等
取
扱
原
則
の
適
用
範
囲

か
ら
除
外
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
は
、
母
性
保
護
で
あ
る
。
同
指
令
は
、
女
性
に
対
す
る
保
護
、
特
に
、

妊
娠
お
よ
び
出
産
に
関
す
る
保
護
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い

（第
二
条
第
二

パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
は
、
い
わ
ゆ
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ヨ
ン
で
あ
る
。
同
指
令
は
、

男
女
の
機
会
の
平
等
を
推
進
す
る
た
め
に
、
特
に
採
用
、
教
育
、
昇
進

ｏ
昇

格
、
労
働
条
件
の
領
域
に
お
け
る
、
女
性
の
機
会
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

七
〇
五
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現
実
の
不
平
等
を
救
済
す
る
た
め
の
措
置
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
と
規
定

し
て
い
る

（第
二
条
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

（４
）
権
利
保
障
シ
ス
テ
ム

性
差
別
の
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則
の
適
用
の
実
効
性
を
確
保
す
る
た
め
に
、

報
酬
の
平
等
原
則
に
関
す
る
七
五
／

一
一
七
指
令
、
採
用
、
教
育
、
昇
進

・

昇
格
、
労
働
条
件
に
関
す
る
七
六
／
二
〇
七
指
令
、
お
よ
び
、
証
拠
提
出
責

任
等
に
関
す
る
九
七
／
八
〇
指
令
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
を
お
い
て
い
る
。

（
ａ
）
七
五
／

一
一
七
指
令

七
五
／

一
一
七
指
令
に
規
定
さ
れ
て
い
る
権
利
保
障
シ
ス
テ
ム
は
以
下
の

四
つ
で
あ
る
。

第

一
は
、
司
法
的
救
済
措
置
の
整
備
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
そ
の
国
内
司

法
制
度
に
お
い
て
、
報
酬
の
平
等
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
に
そ
の
権
利

が
侵
害
さ
れ
た
と
考
え
る
全
て
の
人
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
の
管
轄
機
関

へ
の
訴
え
の
後
、
司
法
上
そ
の
権
利
を
実
現
さ
せ
う
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
導
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第
二
条
）。

七
〇
六

第
二
は
、
報
復
措
置
か
ら
の
保
護
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
報
酬
の
平
等
原

則
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
な
さ
れ
た
企
業
レ
ベ
ル
で
の
訴
え
ま
た
は
提
訴
に

対
し
て
使
用
者
の
な
す
全
て
の
解
雇
か
ら
当
該
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
、

必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第
五
条
）。

第
二
は
、
有
効
な
手
段
の
確
保
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
そ
の
国
内
状
況
と

司
法
制
度
に
従
い
、
報
酬
の
平
等
原
則
の
適
用
を
保
障
す
る
た
め
に
必
要
な

措
置
を
と
り
、
当
該
原
則
の
遵
守
を
保
障
す
る
有
効
な
手
段
を
確
保
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

（第
六
条
）。

第
四
は
、
情
報
提
供
で
あ
る
。
構
成
国
は
、
本
指
令
の
適
用
の
た
め
に
採

用
さ
れ
た
措
置
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
し
て
す
で
に
発
効
し
て
い
る
諸
規
定
が
、

適
切
な
全
て
の
形
式
に
よ
り
、
労
働
場
所
に
お
け
る
情
報
と
し
て
労
働
者
に

周
知
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

（第
七
条
）。

（ｂ
）
七
六
／
二
〇
七
指
令

七
六
／
二
〇
八
指
令
に
お
い
て
も
、
七
五
／

一
一
七
指
令
と
ほ
ぼ
同
様
、

第

一
に
、
司
法
的
救
済
措
置
の
整
備

（構
成
国
は
、
そ
の
国
内
司
法
制
度
に

お
い
て
、
平
等
取
扱
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
に
そ
の
権
利
が
侵
害
さ
れ

た
と
考
え
る
全
て
の
人
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
の
管
轄
機
関
へ
の
訴
え
の



後
、
司
法
上
そ
の
権
利
を
実
現
さ
せ
う
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
導
入
す
る

¨
第
六
条
）
、
第
二
に
、
報
復
措
置
か
ら
の
保
護

（構
成
国
は
、
平
等
取
扱

原
則
を
遵
守
さ
せ
る
た
め
に
な
さ
れ
た
企
業
レ
ベ
ル
で
の
訴
え
ま
た
は
提
訴

に
対
し
て
使
用
者
の
な
す
全
て
の
解
雇
か
ら
当
該
労
働
者
を
保
護
す
る
た
め
、

必
要
な
措
置
を
と
る

¨
第
七
条
）、
第
二
に
、
情
報
提
供

（構
成
国
は
、
本

指
令
の
適
用
の
た
め
に
採
用
ざ
れ
た
措
置
お
よ
び
同
適
用
範
囲
に
お
い
て
す

で
に
発
効
し
て
い
る
諸
規
定
が
、
適
切
な
全
て
の
形
式
に
よ
り
、
労
働
場
所

に
お
け
る
情
報
と
し
て
労
働
者
に
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
す
る

¨
第
八
条
）
が

規
定
さ
れ
て
い
る
。

（
ｃ
）
九
七
／
八
〇
指
令

九
七
／
八
〇
指
令
は
、
構
成
国
が
平
等
取
扱
原
則
を
適
用
し
、
平
等
原
則

が
適
用
さ
れ
ず
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
考
え
る
全
て
の
人
が

（場
合
に

よ
っ
て
は
他
の
管
轄
機
関
に
訴
え
た
後
）
司
法
機
関
に
よ
り
そ
の
権
利
を
救

済
さ
れ
う
る
た
め
に
と
る
措
置
を
、
よ
り
有
効
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

も
の
で
あ
り

（第

一
条
）、
第

一
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
原
告
の
証
拠
提
出

責
任

（３
弩
”
①
計

ｒ

り
８ヽ
お
）
を
軽
減
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

構
成
国
は
、
そ
の
司
法
シ
ス
テ
ム
に
従
い
、
あ
る
人
が
平
等
原
則
が
遵
守
さ

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

れ
な
か
っ
た
た
め
に
そ
の
権
利
を
侵
害
さ
れ
た
と
考
え
、
裁
判
所
ま
た
は
他

の
管
轄
機
関
に
お
い
て
直
接
ま
た
は
間
接
差
別
の
存
在
を
推
定
さ
せ
る
事
実

を
明
ら
か
に
し
た
と
き
は
、
平
等
取
扱
原
則
違
反
が
な
い
こ
と
の
証
明
を
被

告
に
負
わ
せ
る
こ
と
と
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

（第
四
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。
構
成
国
は
、
さ
ら
に
原
告
に
よ
り
有
利

な
立
証
措
置
を
と
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る

（第
四
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

た
だ
し
、
構
成
国
は
、
事
実
の
立
証
を
裁
判
所
ま
た
は
管
轄
機
関
に
負
わ

せ
て
い
る
手
続
に
つ
い
て
は
、
こ
の
証
拠
提
出
責
任
に
関
す
る
規
定
を
適
用

し
な
く
て
も
よ
い

（第
四
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。
ま
た
、
こ
れ
は
、
性
差

別
の
禁
止
と
平
等
取
扱
原
則
を
定
め
る
共
同
体
法

（Ｅ
Ｃ
法
）
の
適
用
に
よ

り
国
内
法
に
従

っ
て
救
済
手
段
を
定
め
る
、
公
的
部
門
ま
た
は
私
的
部
門
に

関
す
る
す
べ
て
の
民
事
ま
た
は
行
政
上
の
手
続

（た
だ
し
、
自
発
的
性
質
ま

た
は
国
内
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
無
償
の
手
続
を
除
く
）
に
適
用
さ
れ
る
が
、

構
成
国
が
異
な
る
定
め
を
有
す
る
場
合
を
除
き
、
刑
事
手
続
に
は
適
用
さ
れ

な
い

（第
二
条
）。

こ
の
他
、
同
指
令
は
、
構
成
国
は
同
指
令
の
適
用
の
た
め
に
と
ら
れ
た
措

置
お
よ
び
関
連
事
項
に
つ
い
て
す
で
に
発
効
し
て
い
る
諸
規
定
を
、
適
切
な

全
て
の
形
式
に
よ
り
、
関
係
す
る
全
て
の
人
に
周
知
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
る

（第
五
条
）。

七
〇
七
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（５
）
国
内
法
と
の
関
係

（
ａ
）
七
五
／

一
一
七
指
令

構
成
国
は
、
七
五
／

一
一
七
指
令
に
基
づ
き
、
第

一
に
、
法
律
、
規
則
、

お
よ
び
行
政
上
の
規
定
上
の
、
報
酬
の
平
等
原
則
に
反
す
る
男
女
の
差
別
を

廃
止
す
る
こ
と

（第
二
条
）、
第
二
に
、
労
働
協
約
、
賃
金
協
定
も
し
く
は

賃
金
基
準
、
ま
た
は
個
別
労
働
契
約
に
存
す
る
、
報
酬
の
平
等
原
則
に
反
す

る
規
定
が
、
無
効
と
さ
れ
、
ま
た
は
、
無
効
と
宣
言
さ
れ
も
し
く
は
修
正
さ

れ
う
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と

（第
四
条
）
が
要
求
さ
れ
る
。
ま

た
、
第
二
に
、
（４
）
（
ａ
）
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
権
利
保
障
の
た
め
の
措

置
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

（ｂ
）
七
六
／
二
〇
七
指
令

構
成
国
は
、
七
六
／
二
〇
七
指
令
に
基
づ
き
、
第

一
に
、
平
等
取
扱
原
則

を
適
用
し
、
①
選
択
基
準
を
含
む
雇
用
ま
た
は
労
働
ポ
ス
ト
ヘ
の
ア
ク
セ
ス

条
件
、
お
よ
び
、
職
業
階
層
の
全
て
の
レ
ベ
ル
ヘ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
条

七
〇
八

件
に
お
い
て
、
性
に
基
づ
く
全
て
の
差
別
を
な
く
す
た
め
、
な
ら
び
に
、
②

解
雇
の
条
件
を
含
む
労
働
条
件
に
つ
い
て
、
性
に
基
づ
く
差
別
な
く
、
男
性

と
女
性
に
同
じ
条
件
を
保
障
す
る
た
め
、
①
平
等
取
扱
原
則
に
反
す
る
法
律
、

規
則
、
お
よ
び
行
政
上
の
規
定
を
廃
止
す
る
こ
と
、
②
平
等
取
扱
原
則
に
反

す
る
、
労
働
契
約
、
労
働
協
約
、
企
業
に
お
け
る
就
業
規
則
、
ま
た
は
、
非

営
利
も
し
く
は
営
利
社
団
、
独
立
自
営
業
お
よ
び
労
働
者
と
使
用
者
の
組
織

を
規
律
す
る
規
則
の
諸
規
定
が
、
無
効
と
さ
れ
、
ま
た
は
、
無
効
と
宣
言
さ

れ
も
し
く
は
修
正
さ
れ
う
る
こ
と
、
お
よ
び
、
③
当
初
は
保
護
の
配
慮
の
も

と
に
お
か
れ
た
が
も
は
や
根
拠
を
有
さ
な
い
、
平
等
取
扱
原
則
に
反
す
る
法

律
、
規
則
、
お
よ
び
行
政
上
の
規
定
の
改
正
、
な
ら
び
に
、
同
じ
性
質
を
有

す
る
協
約
上
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー

（労
使
）
が
望
ま

し
い
改
正
を
行
う
よ
う
に
す
る
こ
と
、
が
要
求
さ
れ
る

（第
二
条
、
第
五
条
）。

ま
た
第
二
に
、
全
て
の
類
型
お
よ
び
レ
ベ
ル
の
職
業
指
導
、
教
育
、
研
修
、

職
業
再
教
育
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
平
等
取
扱
原
則
の
適
用
の
た
め
、
①

平
等
取
扱
原
則
に
反
す
る
法
律
、
規
則
、
お
よ
び
行
政
上
の
規
定
の
廃
止
、

②
平
等
取
扱
原
則
に
反
す
る
、
労
働
契
約
、
労
働
協
約
、
企
業
に
お
け
る
就

業
規
則
、
ま
た
は
、
非
営
利
も
し
く
は
営
利
社
団
、
独
立
自
営
業
お
よ
び
労

働
者
と
使
用
者
の
組
織
を
規
律
す
る
規
則
の
諸
規
定
が
、
無
効
と
さ
れ
、
ま

た
は
、
無
効
と
宣
言
さ
れ
も
し
く
は
修
正
さ
れ
う
る
こ
と
、
③
職
業
上
の
指



導
、
教
育
、
研
修
、
再
教
育
が
、　
一
定
の
私
的
職
業
訓
練
施
設
に
認
め
ら
れ

る
自
治
は
別
と
し
て
、
性
に
基
づ
く
差
別
な
く
同
じ
基
準
お
よ
び
同
じ
レ
ベ

ル
で
ア
ク
セ
ス
可
能
で
あ
る
こ
と
、
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
第
二
に
、
（４
）
（ｂ
）
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
権
利

保
障
の
た
め
の
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

（
ｃ
）
九
七
／
八
〇
指
令

構
成
国
は
、
遅
く
と
も
二
〇
〇

一
年

一
月

一
日
ま
で
に
、
九
七
／
八
〇
指

令
に
適
合
す
る
た
め
に
必
要
な
法
律
上
、
規
則
上
、
ま
た
は
行
政
上
の
諸
規

定
を
制
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（第
七
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。
な
お
、

同
指
令
の
諸
規
定
の
適
用
は
、
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
、
同
指
令
の
適

用
さ
れ
る
範
囲
の
労
働
者
の
保
護
の

一
般
的
基
準
の
引
き
下
げ
を
正
当
化
す

る
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い

（第
六
条
）。

２
　
七
六
／
二
〇
七
指
令
改
正
案

以
上
の
よ
う
な
現
行
法
制
に
つ
い
て
、
欧
州
委
員
会

（ｏ
ｏ
日
日
一２
ｏ
目
Ｑ
８

８
日
日
ｃ
●
ｐ
二
お

Φｃ
８
■
８
●
Φｅ

は
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
七
日
に
、
七
六

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

／
二
〇
七
指
令
を
改
正
す
る
指
令
案

（以
下
、
「七
六
／
二
〇
七
指
令
改
正

案
し

を
提
案
し
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
第

一
に
、
前
述
の
よ
う
に
、　
一

九
九
九
年

一
一
月
二
五
日
に
提
案
さ
れ
た

「人
種

・
民
族
と
平
等
取
扱
原
則

に
関
す
る
指
令
案
」
お
よ
び

「雇
用
と
労
働
に
お
け
る
平
等
取
扱
い
の
た
め

の

一
般
枠
組
み
の
創
設
に
関
す
る
指
令
案
」
公
一〇
〇
〇
年
六
月
二
九
日
お

よ
び
同
年

一
一
月
二
七
日
に
採
択
）
と
の
整
合
性
、
特
に
間
接
差
別
の
概
念

や
雇
用

・
労
働
に
お
け
る
平
等
取
扱
い
の
推
進
の
た
め
の
独
立
機
関
の
設
置

な
ど
共
通
の
問
題
に
つ
い
て
の
整
合
性
を
図
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
、
第
二

に
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
規
制
の
対
象
と
す
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
こ
と
、
第
二
に
、
現
在
簡
略
に
規
定
さ
れ
て
い
る
条
文
、
た
と
え
ば
、

指
令
の
適
用
対
象
外
と
し
う
る
職
業
活
動
、
生
物
学
的
理
由
に
基
づ
く
女
性

の
特
別
保
護
、
構
成
国
の
と
り
う
る
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
の
解
釈
に

つ
い
て
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
の
四
〇
以
上
の
判
決
が
下
さ
れ
て
い
る
が
、

法
的
安
定
性
の
た
め
に
こ
れ
ら
の
解
釈
を
条
文
に
取
り
入
れ
る
こ
と
、
ま
た

逆
に
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
に
消
極
的
な
判
決
の

解
釈
を
排
除
し
、　
一
九
九
九
年
に
改
正
さ
れ
た
欧
州
共
同
体
設
立
条
約

（新

一
四

一
条
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
に
お
い
て
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と

と
の
整
合
性
を
図
る
必
要
性
、
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る

（指
令
案
提
案
理
由

第
六
―

一
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

七
〇
九
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同
指
令
案
は
、
七
六
／
二
〇
七
指
令
に
つ
い
て
、　
一
〇
の
改
正
点
を
提
示

し
て
い
る
が
、
以
下
に
お
い
て
は
、
各
事
項
毎
に
こ
れ
を
検
討
す
る
。

（１
）
指
令
の
目
的

ま
ず
指
令
の
目
的
に
つ
い
て
、
七
六
／
二
〇
七
指
令
改
正
案
は
、
現
行
の
、

昇
格

・
昇
進
を
含
む
雇
用
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
職
業
教
育
、
お
よ
び
、
労
働
条

件
、
社
会
保
障
に
関
す
る
男
女
の
平
等
取
扱
原
則
の
実
現
を
目
的
と
す
る
と

い
う
規
定

（第

一
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
の
次
に
、
構
成
国
は
、
男
女
の
平

等
と
い
う
目
的
を
、
特
に
、
法
律
、
規
則
、
行
政
上
の
諸
規
定
、
政
策
、
昇

格

・
昇
進
を
含
む
雇
用
へ
の
ア
ク
セ
ス
、
職
業
教
育
、
お
よ
び
、
労
働
条
件

の
領
域
に
お
け
る
活
動
全
体
の
中
に
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
積
極
的
か

つ
明
ら
か
に
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

と
い
う
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
追
加
し

（第

一
条
第

一
の
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）、
男
女

の
平
等
の
実
現
の
必
要
性
を
さ
ら
に
強
調
し
て
い
る
。

（２
）
平
等
取
扱
原
則
と
差
別
の
概
念

平
等
取
扱
原
則
と
差
別
の
概
念
に
つ
い
て
、
七
六
／
二
〇
七
指
令
改
正
案

七

一
〇

は
、
以
下
の
二
点
を
追
加
し
て
い
る
点
が
重
要
で
あ
る
。

第

一
は
、
セ
ク
シ
ュ
ァ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
性
差
別
の
一
形
態
で
あ
る

こ
と
を
明
記
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同
指
令
案
は
、
「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト

↑
鶴
８
】ｏ日
８
け
∽異
‘
Φじ

は
、
性
に
関
連
す
る
望
ま
れ
な
い

行
為
が
、
人
間
の
尊
厳
の
侵
害
、
お
よ
び
／
ま
た
は
、
威
嚇
的
、
敵
対
的
、

下
劣
、
屈
辱
的
、
ま
た
は
不
快
な
環
境
を
醸
成
す
る
目
的
ま
た
は
効
果
を
も

つ
と
き
、
特
に
、
当
該
人
に
影
響
を
与
え
る
決
定
が
当
該
入
が
当
該
行
為
を

拒
否
し
た
こ
と
ま
た
は
当
該
行
為
に
従
っ
た
こ
と
を
理
由
と
す
る
と
き
は
、

労
働
の
場
に
お
け
る
性
に
基
づ
く
差
別
で
あ
る
」
（第

一
条
の
二
）
と
規
定

し
て
い
る
。

第
二
は
、
間
接
差
別
の
定
義
を
お
い
た
こ
と
で
ぁ
る
。
こ
の
定
義
は
、
証

拠
提
出
責
任
に
関
す
る
九
七
／
八
〇
指
令
に
お
け
る
定
義

（第
二
条
第
ニ
パ

ラ
グ
ラ
フ
）
と
同
様
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
現
行
の
、
「平
等
取
扱
原
則
と

は
、
直
接
的
で
あ
れ
、
特
に
婚
姻
ま
た
は
家
族
状
況
を
理
由
と
す
る
間
接
的

な
も
の
で
あ
れ
、
性
に
基
づ
く
差
別
が
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
」
（第
二
条

第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
い
ぅ
規
定
の
後
に

「間
接
差
別

（口
３

一
中∽ｏＬ
日
Ｔ

●
ｐ
一̈
０
●
す
０
中『ｏｏけΦ）
と
は
、
規
定
、
基
準
、
ま
た
は
、
慣
行
が
、
外
形
的

に
は
中
立
的
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
よ
り
多
く
の
比
率
で
、
あ
る
性
に
属
す

る
人
に
他
の
人
に
比
較
し
て
不
利
益
を
与
え
る
こ
と
を
い
う
。
た
だ
し
、
そ



の
規
定
、
基
準
、
ま
た
は
、
慣
行
が
適
切
か
つ
必
要
で
、
当
該
人
の
性
と
は

独
立
し
た
客
観
的
要
素
に
よ
り
正
当
化
さ
れ
る
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
」

（第
二
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
二
項
）
と
い
う
文
を
挿
入
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。

（３
）
例
外
規
定

七
六
／
二
〇
七
指
令
は
、
平
等
取
扱
原
則
の
例
外
と
し
て
、
①
職
業
上
の

必
要
性
、
②
母
性
保
護
、
③
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

ｏ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
三
つ
の
規
定
を

お
い
て
い
る
が
、
七
六
／
二
〇
七
指
令
改
正
案
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、

以
下
の
よ
う
な
修
正

・
追
加
を
行

っ
て
い
る
。

第

一
に
、
職
業
上
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
現
在
は
、
「本
指
令
は
、
構
成

国
が
、
そ
の
性
質
ま
た
は
遂
行
条
件
か
ら

一
定
の
性
別
が
決
定
的
条
件
で
あ

る
職
業
活
動
ま
た
は
そ
の
職
業
活
動
の
た
め
の
教
育
訓
練
を
適
用
範
囲
か
ら

除
外
す
る
権
限
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）

と
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
改
正
案
は
、
欧
州
共
同
体
裁
判
所
の
判
例
を
考
慮

し
て
こ
れ
を
さ
ら
に
厳
密
化
し
、
同
規
定
に
代
え
て
、
「構
成
国
は
、
雇
用

へ
の
ア
ク
セ
ス
に
関
し
、
性
に
関
連
し
た
特
性
に
基
づ
く
異
な
る
取
扱
い
は
、

特
別
の
当
該
職
業
活
動
の
性
質
ま
た
は
当
該
職
業
活
動
の
展
開
さ
れ
る
枠
組

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

み
に
照
ら
し
、
当
該
特
性
が
真
の
職
業
上
の
要
求
で
あ
る
と
き
は
、
差
別
に

は
該
当
し
な
い
と
規
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
平
等
取
扱
原
則
へ
の
抵
触
は
、

当
該
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
適
切
か

つ
必
要
な
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
」

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
い
う
規
定
を
お
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

第
二
に
、
母
性
保
護
に
つ
い
て
、
現
在
は
、
「本
指
令
は
、
女
性
に
対
す

る
保
護
、
特
に
、
妊
娠
お
よ
び
出
産
に
関
す
る
保
護
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な

い
」
と
規
定
さ
れ
て
い
る
が

（第
二
条
第
三
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
、
指
令
案
は
、

母
性
保
護
と
出
産
し
た
女
性
に
対
す
る
差
別
的
取
扱
い
の
禁
止
を
強
化
し
、

欧
州
共
同
体
裁
判
所
の
判
例
を
明
文
化
す
る
た
め
に
、
同
規
定
に
追
加
し
て
、

「出
産
し
た
女
性
は
、
産
前
産
後
休
暇
の
終
了
後
、
労
働
条
件
の
変
更
を
受

け
る
こ
と
な
く
、
そ
の
以
前
の
雇
用
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
の
ポ
ス
ト
に
就
く
」

と
規
定
し
て
い
る

（第
二
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
第
二
項
）。

第
二
に
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
現
在
は
、
同
指
令
は
、

男
女
の
機
会
の
平
等
を
推
進
す
る
た
め
に
、
特
に
昇
格

・
昇
進
を
含
む
雇
用

へ
の
ア
ク
セ
ス
、
職
業
教
育
、
労
働
条
件
に
お
け
る
女
性
の
機
会
に
影
響
を

及
ぼ
し
て
い
る
現
実
の
不
平
等
を
救
済
す
る
た
め
の
措
置
を
妨
げ
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
規
定

（第
二
条
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
が
お
か
れ
て
い
る
が
、

一
九
九
九
年
に
改
正
さ
れ
た
欧
州
共
同
体
設
立
条
約
に
お
い
て
、
あ
ら
た
に
、

「職
業
生
活
に
お
け
る
男
性
と
女
性
の
完
全
な
平
等
を
具
体
的
に
保
障
す
る

七

一
一
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た
め
、
平
等
取
扱
原
則
は
、
構
成
国
が
、
よ
り
数
の
少
な
い

（代
表
的
で
な

い
）
（８
湧
‐お
「
９
Φ詳
。
）
性
に
よ
る
職
業
活
動
の
実
施
を
容
易
に
す
る
た

め
、
ま
た
は
、
職
業
上
の
経
歴

（Ｓ
『『一写
ｏ
「
ｏ
』Φ∽∽中ｏ
ｐ
●
０一一ｅ

に
お
け

る
不
利
益
を
防
止
も
し
く
は
補
償
す
る
た
め
に
特
別
の
利
益
を
予
定
す
る
措

置
を
維
持
ま
た
は
採
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
（新

一
四

一

条
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
規
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
指
令
改
正

案
は
、
現
在
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
規
定

（第
二
条
第
四

パ
ラ
グ
ラ
フ
）
を
削
除
し
、
こ
れ
に
代
え
て
、
欧
州
委
員
会
に
対
し
て
、
欧

州
共
同
体
設
立
条
約
の
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ
ョ
ン
に
関
す
る
規
定

（第

一

四

一
条
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
に
基
づ
き
構
成
国
が
採
用
し
た
措
置
に
つ
い
て

構
成
国
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
、
そ
れ
ら
の
比
較
評
価
を
行
う
報
告
書
を
採

択
し
公
刊
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る

（第
二
条
第
四
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

（４
）
権
利
保
障
シ
ス
テ
ム

平
等
取
扱
原
則
適
用
の
実
効
性
確
保
の
た
め
、
七
六
／
二
〇
七
指
令
改
正

案
は
、
特
に
人
種

・
民
族
と
平
等
取
扱
原
則
に
関
す
る
指
令
二
〇
〇
〇
／
四

三
号
お
よ
び
雇
用
と
労
働
に
お
け
る
平
等
取
扱
い
の
た
め
の

一
般
枠
組
み
の

創
設
に
関
す
る
指
令
二
〇
〇
〇
／
七
八
号
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
以
下
の

七

一
二

よ
う
な
修
正

・
追
加
を
行
っ
て
い
る
。

ま
ず
、
司
法
制
度
に
お
け
る
救
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
、
現
行
規
定
は
、
構

成
国
が
、
そ
の
国
内
司
法
制
度
に
お
い
て
、
平
等
取
扱
原
則
が
適
用
さ
れ
な

い
た
め
に
そ
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
考
え
る
全
て
の
人
が
、
場
合
に
よ
っ

て
は
他
の
管
轄
機
関
へ
の
訴
え
の
後
、
司
法
上
そ
の
権
利
を
実
現
さ
せ
う
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
導
入
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
が

（第
六
条
）
、
指

令
改
正
案
は
、
労
働
関
係
の
終
了
後
も
権
利
の
実
現
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

明
記
し
、
「構
成
国
は
、
そ
の
国
内
司
法
制
度
に
お
い
て
、　
・
・
・
平
等
取

扱
原
則
が
適
用
さ
れ
な
い
た
め
に
そ
の
権
利
が
侵
害
さ
れ
た
と
考
え
る
全
て

の
人
が
、
場
合
に
よ
っ
て
は
他
の
管
轄
機
関
へ
の
訴
え
の
後
、
た
と
え
労
働

関
係
の
終
了
後
で
あ
っ
て
も
司
法
上
そ
の
権
利
を
実
現
さ
せ
う
る
よ
う
、
必

要
な
措
置
を
導
入
す
る
」
と
修
正
し
て
い
る

（第
六
条
第

一
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

ま
た
、
被
害
者
の
損
害
賠
償
請
求
権
を
確
保
す
る
た
め
、
「構
成
国
は
、
そ

の
国
内
司
法
制
度
に
お
い
て
、
人
が

・
・
・
差
別
に
よ
り
被

っ
た
損
害
に
対

す
る
賠
償
が
、
事
前
に
設
定
さ
れ
た
上
限
、
お
よ
び
、
付
与
さ
れ
る
元
金
の

現
実
の
支
払
ま
で
の
時
間
の
経
過
に
よ
り
損
害
賠
償
を
受
け
る
人
が
被
る
損

失
を
補
填
す
る
利
子
の
付
与
か
ら
の
排
除
に
よ
り
制
限
さ
れ
な
い
よ
う
、
必

要
な
措
置
を
導
入
す
る
」
（第
六
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）
と
い
ぅ
規
定
を
追

加
し
て
い
る
。



次
に
、
現
行
規
定
に
加
え
て
構
成
国
が
と
る
べ
ぎ
措
置
と
し
て
、
第

一
に
、

男
女
の
平
等
取
扱
原
則
を
推
進
す
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
独
立
し
た
機
関
の

創
設

（た
だ
し
、
当
該
機
関
は
、
す
で
に
存
在
し
て
い
る
、
特
に
全
国
レ
ベ

ル
で
人
権
の
擁
護
を
任
務
と
す
る
独
立
し
た
機
関
の

一
部
と
す
る
こ
と
も
で

き
る
）
、
同
機
関
の
役
割

（性
に
基
づ
く
差
別
の
被
害
者
か
ら
の
訴
え
を
受

理
し
て
直
ち
に
そ
れ
に
対
応
し
、
性
に
基
づ
く
差
別
に
関
す
る
調
査
や
研
究

に
着
手
し
、
当
該
類
型
の
差
別
に
関
連
す
る
問
題
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
公

刊
す
る
こ
と
を
含
む
）
を
規
定
し
て
い
る

（第
八
条
の
二
第

一
、
ニ
パ
ラ
グ

ラ
フ
）
０
ま
た
、
第
二
に
、
社
団
、
組
織
、
ま
た
は
、
法
人
が
、
申
請
人
の

た
め
に
そ
の
同
意
を
得
て
、
同
指
令
の
規
定
す
る
義
務
を
遵
守
さ
せ
る
た
め

に
規
定
さ
れ
た
司
法
上
お
よ
び
／
ま
た
は
行
政
上
の
全
て
の
手
続
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
て
い
る

（第
八
条
の
二
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
）。

第
二
に
は
、
労
使
の
役
割
を
強
化
し
、
労
働
場
所
で
の
実
践
の
監
視
、
労
働

協
約
、
行
動
指
針
、
経
験
や
成
功
し
た
実
践
の
研
究
や
交
換
に
よ
り
平
等
取

扱
い
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
社
会
的
パ
ー
ト
ナ
ー

（労
使
）
間
の

対
話
を
促
進
す
る
た
め
に
適
切
な
措
置
を
と
る
こ
と
、
お
よ
び
、
労
使
が
、

男
女
の
機
会
の
平
等
に
関
す
る
差
別
禁
止
の
諸
規
則
を
設
定
す
る
協
定
を
適

切
な
レ
ベ
ル
で
締
結
す
る
こ
と
を
推
進
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

（第
八
条

の
一こ
。
そ
し
て
、
第
四
に
、
構
成
国
が
、
同
指
令
の
適
用
に
よ
り
採
択
さ

Ｅ
Ｕ
に
お
け
る
雇
用
平
等
立
法
の
展
開

れ
た
国
内
規
定
の
違
反
に
適
用
さ
れ
る
、
有
効
で
、
均
衡
が
と
れ
、
抑
止
的

な
制
裁
制
度
を
実
施
し
、
当
該
制
裁
の
適
用
の
た
め
に
必
要
な
全
て
の
措
置

を
と
る
こ
と
を
求
め
て
い
る

（第
八
条
の
四
）。

（５
）
国
内
法
と
の
関
係

こ
の
他
、
七
六
／
二
〇
七
指
令
改
正
案
は
、
や
は
り
、
人
種

・
民
族
と
平

等
取
扱
原
則
に
関
す
る
指
令
二
〇
〇
〇
／
四
三
号
お
よ
び
雇
用
と
労
働
に
お

け
る
平
等
取
扱
い
の
た
め
の
一
般
枠
組
み
の
創
設
に
関
す
る
指
令
二
〇
〇
〇

／
七
八
号
と
の
整
合
性
を
考
慮
し
、
構
成
国
の
と
る
べ
き
措
置
と
し
て
、

「
平
等
取
扱
原
則
に
反
す
る
、
労
働
者
も
し
く
は
使
用
者
の
組
織
ま
た
は
構

成
員
が

一
定
の
職
業
を
行

っ
て
い
る
全
て
の
組
織
へ
の
加
入
、
お
よ
び
、
こ

れ
ら
の
組
織
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
利
益
の
享
受
に
関
す
る
規
定
が
、
無
効
と

さ
れ
、
ま
た
は
、
無
効
と
宣
言
さ
れ
も
し
く
は
修
正
さ
れ
う
る
こ
と
」
（第

三
条
第
ニ
パ
ラ
グ
ラ
フ
ｄ
）
を
現
行
規
定
に
追
加
し
て
い
る
。

七

〓
二
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（７
）
　

「本
条
約
の
他
の
条
項
に
抵
触
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
、
本
条
約

に
よ
っ
て
共
同
体
（ｏ
ｏ
日
日
暉
●
ｐ
諄
じ

に
付
与
さ
れ
た
権
限
の
範
囲

内
で
、
理
事
会
は
、
委
員
会
か
ら
の
提
案
に
基
づ
き
欧
州
議
会
と
の

協
議
を
行
っ
た
後
、
全
会

一
致
に
よ
り
、
性
、
人
種
も
し
く
は
民
族
、

宗
教
も
し
く
は
信
条
、
障
害
、
年
齢
、
ま
た
は
、
性
的
指
向
を
理
由

と
す
る
全
て
の
差
別
と
闘
う
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
」

』
〇
〇
ロ

ロ
。

ｒ
●
∞
ｏ

一
ｃ

い
０

一
●

中̈一Φ
け

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｐ

ｕ
ヽ
ド

』
０
０
日

●
。
　
ｒ
・∞
ｏ
ω

Ｏ
ｃ

Ｎ

ｏ
一
ｏ

Ｎ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
・
一
・い
０
・

指
令
案
で
の
段
階
で
の
両
指
令
の
紹
介
と
し
て
、
家
田
愛
子

「
Ｅ

Ｕ
に
お
け
る
新
た
な
雇
用
差
別
禁
止
令
お
よ
び
人
種
差
別
禁
止
指
令

の
提
案
」
労
働
法
律
旬
報

一
四
九
二
号
公
一〇
〇
〇
年
）
二
五
頁
。

Ｌ
Ｏ

Ｏ
日

目
。
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■
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Ｎ
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ｐ
●
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■
０
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∞
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も
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七
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（・２
）
　
』
０
０
日
●
。
ｒ
』
『い
０
●
Ｈｏ
一嘔
】̈】Φけ
いＯ
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Ｕ
ヽ
”

（Ｂ
）

本
稿
は
、
指
令
お
よ
び
指
令
案
の
条
文
を
中
心
と
す
る
紹
介
に
と

ど
ま
る
も
の
で
あ
る
。
共
同
体
法
の
雇
用
平
等
法
制
の
よ
り
詳
細
な

分
析
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
委
ね
る
こ
と
に
し
た
い
。
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）


